
自然環境保全センター所内研修に参加しました 

令和 3 年 12 月 3 日(金) 

外出が難しい方も多い社会状況ですが、パークレンジャーの活動情報を見てお楽しみ

ください。 

 

●自然環境保全センターの所内研修に、パークレンジャー2 名も参加させて頂きました。

3 箇所の事業現場を回り、その内容の解説を受けました。 

＜林道整備＞ 

●箱根町内で建設中の林道の整備状況の解説を受けました。人工林の整備は自然再生事業

の重要な業務の 1 つです。県の管理する人工林を整備するために、1.35 キロの林道の開設

工事を行っています。国立公園内にあるため、特に生態系、景観、水環境に配慮した施工を

しているとのことでした。 

解説を聞く参加者              工事現場の様子 

 

●林道脇の斜面には、自生する植物が

付着しやすいようにシートを張り、さ

らに成長した植物をシカの採食から

保護するためにシカ対策ネットを設

置する計画になっているそうです。 

 

 

 

 

シート（左赤枠）とシカ対策ネット（右赤枠）の使用例 



●擁壁は、沢筋などではコンクリート製になりますが、それ以外の場所では網状の鋼製にし

ます。鋼製にすると次第に網の部分にコケなどが着生して、景観を守れるそうです。 

 

他の林道等の施工例 

 

＜花粉発生源対策＞ 

●小田原市久野にある県が管理する人工林で、花粉発生源対策事業を見学しました。 

伐採から再造林までを一貫して実施することで、工期の短縮化が図られ経費の削減も出来

たそうです。昨年の 3 月に花粉を全く出さないスギと少ししか出さないスギを植栽したと

ころ、成長も良く枯れる木も少なかったようです。 

昨年 3月の植栽直後            現在の植栽地と研修の様子 

 

＜無花粉スギ＞ 

●南足柄市の 21 世紀の森で、無花粉スギの実用化の解説と施設内の「成長の森」エリアを

見学しました。 

●「成長の森」では平成 25 年から植樹祭を開催して、参加者の方々に無花粉スギを植樹し

て頂いています。植樹された苗木はすくすくと成長しているようです。 

ここにコケなどが着生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

「成長の森」 写真前方から中央付近が植樹された無花粉スギ。 

 

●無花粉スギには関心がある方も多いと思いますので参考資料を添付しました。 

 


